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『
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
』（  ）十八

◇
京
橋
川
の
河
岸

　

次
に
京
橋
川
の
河
岸
に
つ
い
て
見
る
こ

と
に
し
ま
す
。
水
路
の
北
岸
に
は
青
物
市

場
が
立
つ
「
大だ
い

根こ

河が

岸し

」
や
竹
商
人
が
軒

を
連
ね
る
「
竹
河
岸
」、
南
岸
に
は
俗
に

「
太た

刀ち

売う
り

（
立
売
）」
や
「
白
魚
河
岸
」
と

呼
ば
れ
る
河
岸
地
が
あ
り
、
人
や
物
資
が

集
ま
る
賑
わ
い
の
あ
る
場
所
で
し
た
。

　
『
俚
俗
江
戸
切
絵
図
』（
磯
部
鎮
雄
編
・

喜
多
川
周
之
図
、
有
光
書
房
版
）
に
比
丘

尼
橋
と
中
ノ
橋
の
間
に
「
薪
河
岸
と
云
、

槙
と
も
書
く
」、中
ノ
橋
か
ら
京
橋
の
間
に

「
大
根
河
岸
（
北
紺
屋
町
・
西
白
魚
屋
敷
沿

い
）、
西
ノ
白
魚
河
岸
と
も
云
」
と
あ
り
、

京
橋
と
牛
草
橋
の
間
は
「
竹
河
岸
、
竹
丁

と
も
云
」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
付
近
一
帯
は
商
人
・
職
人
た
ち
が
混

在
す
る
江
戸
の
町
人
地
の
中
心
の
一
つ
。

　

そ
し
て
大
根
河
岸
・
竹
河
岸
は
、
大
正

初
期
ま
で
「
市い
ち

場ば

」
と
し
て
機
能
し
て
い

た
の
で
す
。

◇
大
根
河
岸

　

比
丘
尼
橋
北
詰
よ
り
東
の
京
橋
に
至
る

一
帯
の
区
域
が
そ
の
範
囲
で
す
。
現
在
の

八
重
洲
二
丁
目
11
番
と
京
橋
三
丁
目
４
番

あ
た
り
に
な
り
ま
す
。

　
『
江
戸
町
鑑
』（
弘
化
二
・
一
八
四
五
年

刊
）
に
「
西
白
魚
や
し
き
川
岸
通
里
俗
大

根
河
岸
と
唱
う
」
と
あ
り
、
青
物
市
場
が

開
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
俗
に
大
根
河

岸
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。明
治
三
二（
一

八
九
九
）
年
四
月
一
四
日
か
ら
三
日
間
、

創
立
二
三
五
年
記
念
祝
祭
を
催
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
創
始
の
年
は
延
宝
三
（
一
六

七
五
）
年
と
な
り
ま
す
が
、
古
老
の
話
と

し
て
寛
文
二
年
創
設
と
も
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
創
設
年
は
不
詳
で
す
。
ま
た
、
初
め

は
数
寄
屋
橋
辺
に
あ
っ
た
の
が
、
火
災
に

あ
っ
て
大
根
河
岸
へ
移
転
し
た
と
云
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
年
代
も
不
明
で
す
。

　
『
京
橋
区
史
』
に
よ
る
と
、
江
戸
の
青
物

市
場
は
、
天
和
年
間
に
成
立
し
た
と
さ
れ

る
駒
込
市
場
、
慶
長
年
間
の
開
設
と
云
わ

れ
る
神
田
（
多
町
）
市
場
と
前
記
の
大
根

河
岸
市
場
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

維
新
後
の
京
橋
青
物
食
品
市
場
は
、
大

根
河
岸
を
中
心
に
北
紺
屋
町
・
南
紺
屋
町
・

畳
町
・
南
伝
馬
町
に
広
が
っ
て
い
て
、
朝

夕
二
回
市
場
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
明

治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
の
問
屋
数
は
三

二
人
、
仲
買
は
一
二
人
で
、
生
鮮
青
物
・

果
物
の
他
に
も
魚
類
や
乾
物
も
取
引
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
八
月
三
日
、

府
達
丁
第
一
〇
七
号
で
「
京
橋
よ
り
以
西

比
丘
尼
橋
迄
の
河
岸
地
」
が
大
根
河
岸
と

正
式
名
称
に
な
り
ま
し
た
。
同
年
一
二
月

に
は
大
根
河
岸
青
物
市
場
が
設
立
認
可
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
北
紺
屋
町

　

五
郎
兵
衛
町
・
畳
町
の
南
に
あ
り
、

南
は
京
橋
川
沿
い
に
薪
（
槙
）
河
岸
・

大
根
河
岸
、
東
は
京
橋
白
魚
屋
敷
、
西

は
外
濠
に
接
し
ま
す
。
町
は
日
本
橋
南

西
中
通
り
で
二
分
さ
れ
、
通
り
の
南
に

は
中
ノ
橋
が
架
か
り
ま
す
。
現
在
の
八

重
洲
二
丁
目
10
・
11
番
と
京
橋
三
丁
目

３
番
（
西
側
）
と
同
４
番
（
西
側
）
あ

た
り
に
な
り
ま
す
。

　

北
紺
屋
町
は
江
戸
時
代
に
府
内
染
戸

の
国
役
を
司
る
も
の
の
居
住
地
で
あ
っ

た
の
で
町
名
と
し
ま
し
た
。
江
戸
町
割

の
と
き
、
紺
屋
所
土
屋
五
郎
右
衛
門
に

六
ヵ
町
を
給
し
て
紺
屋
を
設
け
、
染
物

の
国
役
を
課
し
た
と
用
達
商
人
由
緒
書

に
あ
り
ま
す
。

　
『
東
京
府
志
料
』（
明
治
七
・
一
八
七

四
年
編
纂
、
以
下
『
府
志
料
』）
に
「
明

治
五
年
白
魚
屋
敷
を
合
併
す
。
里
俗
中

通
り
よ
り
河
岸
通
り
西
の
方
を
槙
河
岸

と
云
、
東
の
方
を
大
根
河
岸
と
云
」「
河
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岸
地
九
八
六
坪
」
と
あ
り
ま
す
。

　
『
中
央
区
沿
革
図
集
』
の
解
説
に

は
、
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
五
月

に
類
焼
。
家
持
二
三
人
分
の
土
地
が

召
上
げ
ら
れ
て
築
地
軽
子
橋
に
代
地

を
与
え
ら
れ
て
移
転
し
、
跡
地
は
火

除
御
用
地
と
な
り
ま
し
た
。
享
保
一

三
（
一
七
二
八
）
年
、
前
に
軽
子
橋

に
移
さ
れ
た
二
三
人
の
う
ち
一
六
人

が
立
戻
り
北
紺
屋
町
が
再
興
さ
れ
ま

し
た
。
残
り
七
人
分
の
地
所
に
将
軍

の
御
菜
白
魚
役
を
勤
め
る
者
た
ち
が

享
保
四
年
に
地
所
を
拝
借
し
、
白
魚

屋
敷
と
な
り
ま
し
た
（
軽
子
橋
の
七

人
は
享
保
九
年
に
芝
口
御
門
取
払
い

跡
に
替
地
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
）。

　
『
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
』（
元
禄

三
・
一
六
九
〇
年
刊
）
に
は
北
紺
屋

町
通
り
の
諸
職
売
物
は
、
木
屋
・
乗

物
屋
・
竹
屋
・
石
屋
・
材
木
・
戸
・

障
子
・
炭
・
石
仏
と
あ
り
ま
す
。

　

嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
の
諸
問

屋
再
興
『
諸
問
屋
名
前
帳
』（
以
下

『
名
前
帳
』）に
は
問
屋
数
が
二
二
軒
。

竹
木
炭
薪
問
屋
二
軒
・
炭
薪
仲
買
八

軒
、
舂
米
屋
五
軒
・
地
廻
米
穀
問
屋
・

脇
店
八
カ
所
組
米
屋
が
各
二
軒
、
紺

屋
・
地
掛
ろ
う
そ
く
屋
・
六
組
飛
脚

屋
各
一
軒
と
あ
り
ま
す
。
槙
河
岸
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
燃
料
関
連
の
問
屋

が
目
に
付
き
ま
す
。

　
『
東
京
府
誌
』（
明
治
二
年
編
纂
、

以
下
『
府
誌
』）
に
は
北
紺
屋
町
「
槙

河
岸
」
と
し
て
「
紺
屋
橋
の
右
の
河

岸
を
云
う
。
面
積
四
三
〇
坪
九
合
四

勺
」、
同
町
「
大
根
河
岸
」
と
し
て

「
紺
屋
橋
左
の
河
岸
を
云
う
。面
積
二

九
二
坪
一
合
四
勺
」
と
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
三
月
一

日
に
北
紺
屋
町
の
西
大
部
一
の
一

九
、
一
六
の
一
～
一
七
（
城
辺
河
岸
・

大
根
河
岸
の
各
一
部
を
含
む
）
と
五

郎
兵
衛
町
の
大
部
を
槙
町
三
丁
目
に

改
称
し
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）

年
七
月
に
は
槙
町
三
丁
目
を
八
重
洲

六
丁
目
に
改
称
。
同
時
期
に
、
北
紺

屋
町
の
東
一
部
一
〇
～
一
五
と
畳

町
、
南
伝
馬
町
三
丁
目
の
南
大
部
、

具
足
町
一
円
、
炭
町
の
西
半
が
京
橋

三
丁
目
に
改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
京
橋
白
魚
屋
敷

　

北
紺
屋
町
の
東
に
あ
り
、
北
は
畳

町
・
南
伝
馬
町
三
丁
目
、
南
は
京
橋

川
沿
い
の
河
岸
地
、
西
は
京
橋
北
畔

に
接
し
ま
す
。
京
橋
を
は
さ
ん
で
東

西
に
分
か
れ
、
西
方
は
北
紺
屋
町
跡

に
起
立
し
た
現
在
の
京
橋
三
丁
目
３

番
（
東
側
）
と
同
４
番
（
東
側
）
あ

た
り
に
な
り
ま
す
。

　

白
魚
屋
敷
は
真
福
寺
橋
畔
の
水
谷

町
の
側
に
も
あ
り
、
紺
屋
橋
北
詰
側

を
西
白
魚
屋
敷
と
呼
び
ま
し
た
。

　

元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年
白
魚
網

役
を
勤
め
る
一
二
人
が
助
成
と
し
て

居
屋
敷
の
拝
借
を
願
い
出
、
宝
永
七

（
一
七
一
〇
）年
に
許
可
と
な
り
ま
し

た
が
、
適
当
な
場
所
が
な
か
っ
た
た

め
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
き
、
享

保
四
（
一
七
一
七
）
年
に
な
っ
て
、

京
橋
東
西
の
広
小
路
に
居
屋
敷
の
代

わ
り
に
蔵
地
と
し
て
下
附
。
そ
の
場

所
に
土
蔵
を
造
り
貸
し
付
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
が
、
借
り
受
け
る
者
も

少
な
く
、
明
き
蔵
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
享
保
一
三
年
に

西
丸
へ
も
御
菜
白
魚
を
献
上
す
る
こ

と
を
条
件
に
、
屋
敷
地
の
拝
領
を
願

い
出
て
許
可
。
東
西
合
計
約
二
四
八

〇
坪
の
町
屋
が
起
立
し
ま
し
た
。
明

治
二
（
一
八
六
八
）
年
四
月
に
北
紺

屋
町
に
合
併
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
南
伝
馬
町
三
丁
目

　

南
伝
馬
町
二
丁
目
の
南
に
続
き
通

り
町
筋
を
は
さ
む
両
側
町
。
南
は
京

橋
畔
、
東
は
鈴
木
町
・
常
盤
町
・
具

足
町
・
炭
町
、
西
は
南
鍛
冶
町
二
丁

目
・
南
伝
馬
町
新
道
・
畳
町
に
接
し

ま
す
。
現
在
の
京
橋
二
丁
目
・
同
三

丁
目
あ
た
り
に
な
り
ま
す
。

　

町
名
の
由
来
は
伝
馬
国
役
を
勤
め

た
か
ら
で
、
南
の
字
を
加
え
て
大
伝

馬
町
と
区
別
し
ま
し
た
。『
府
志
料
』

に
「
慶
長
一
一
年
、
大
伝
馬
町
と
共

に
郭
内
の
龍
之
口
辺
り
よ
り
此
地
に

移
さ
る
。
伝
馬
町
の
名
義
は
、
旧
幕

府
の
時
伝
馬
国
役
を
勤
む
る
町
な
れ

ば
な
り
」「
南
の
方
京
橋
の
川
筋
に
接

し
平
坦
に
し
て
低
し
」「
河
岸
地
二
三

二
坪
」
と
あ
り
、『
府
誌
』
に
は
、
南

伝
馬
町
三
丁
目
「
河
岸
地
」
と
し
て

「
京
橋
の
右
に
在
り
。面
積
一
二
一
坪

二
合
八
勺
」
と
あ
り
ま
す
。

　
『
名
前
帳
』
に
は
問
屋
数
が
一
七

軒
。
竹
木
炭
薪
問
屋
三
軒
・
炭
薪
仲

買
二
軒
、脇
店
八
カ
所
組
米
屋
二
軒
・

地
廻
米
穀
問
屋
・
舂
米
屋
各
一
軒
、

両
替
屋
二
軒
、
乾
物
問
屋
・
糸
問
屋
・

紙
問
屋
・
地
漉
紙
仲
間
・
小
間
物
問

屋
・
大
工
道
具
打
物
問
屋
各
一
軒
と

あ
り
ま
す
。

　

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
三
月
一

日
に
、
南
伝
馬
町
三
丁
目
の
南
大
部

五
～
一
五
（
竹
河
岸
の
一
部
を
含

む
）、
畳
町
、
具
足
町
、
炭
町
の
西
半

は
京
橋
三
丁
目
に
改
称
さ
れ
て
い
ま

す
。
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◇
竹
河
岸

　

京
橋
北
詰
か
ら
白
魚
橋
ま
で
の
河
岸

地
を
い
い
ま
す
。
現
在
の
京
橋
三
丁
目

５
番
・
10
番
・
11
番
あ
た
り
に
な
り
ま

す
。

　

古
く
か
ら
炭
町
と
河
岸
地
を
竹
商
人

が
占
有
し
て
い
ま
し
た
。
竹
屋
が
軒
を

連
ね
て
い
た
の
で
、
竹
屋
町
ま
た
は
竹

町
の
呼
名
が
付
き
ま
し
た
。

　

明
治
以
前
は
竹
業
者
が
一
帯
を
占
め

て
い
ま
し
た
が
、
明
治
中
頃
に
は
問
屋

が
八
丁
堀
に
一
軒
と
竹
河
岸
に
三
軒
と

減
少
。
河
岸
地
は
竹
竿
の
置
場
と
し
て

使
用
さ
れ
、
河
岸
一
帯
に
林
立
し
て
い

ま
し
た
。
扱
う
竹
の
多
く
は
苫ま

竹だ
け

で
、

主
に
房
総
地
方
か
ら
高
瀬
舟
で
運
ば
れ

て
き
ま
し
た
。
他
に
も
群
馬
県
や
常
陸

方
面
か
ら
筏
に
組
ん
で
輸
送
さ
れ
、
同

時
に
五
万
本
も
荷
揚
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
一
月
二

五
日
、
府
達
丙
第
一
七
号
で
「
京
橋
よ

り
白
魚
橋
ま
で
の
河
岸
地
」
が
竹
河
岸

と
正
式
名
称
に
な
り
ま
し
た
。

○
炭
町

　

北
紺
屋
町
か
ら
東
へ
続
く
通
り
沿

い
に
位
置
し
ま
す
。
東
は
本
材
木
町

八
丁
目
、
西
は
南
伝
馬
町
三
丁
目
、

南
は
京
橋
川
の
河
岸
地
に
接
し
ま

す
。
現
在
の
京
橋
三
丁
目
６
番
・
９

番
の
南
側
通
り
沿
い
と
12
番
西
側
あ

た
り
に
な
り
ま
す
。

　
『
寛
永
江
戸
図
』に
は
柳
町
の
位
置

に
「
す
み
町
」、『
寛
文
新
板
江
戸
絵

図
』
に
は
「
竹
や
丁
」
と
あ
り
ま
す
。

町
名
の
由
来
に
つ
い
て
『
新
撰
東
京

名
所
図
会
』
に
は
、「
初
め
炭
屋
な
ど

居
住
せ
し
に
よ
り
て
か
く
称
せ
り
に

や
。
後
に
は
竹
屋
の
み
檐え
ん

を
連
ね
た

れ
ば
。
里
俗
に
此
の
地
を
京
橋
竹
町

と
唱
え
た
り
」
と
あ
り
ま
す
。

　
『
江
戸
記
聞
』
の
元
吉
原
の
項
に

「
角
町
、京
橋
角
町
よ
り
傾
城
屋
ど
も

十
人
ば
か
り
う
つ
り
し
ゆ
え
、
直
に

角
町
と
名
付
け
し
」
と
あ
り
、
炭
町

は
遊
女
町
だ
っ
た
よ
う
で
す
。『
御
府

内
備
考
』
も
炭
町
の
俗
称
と
し
て
京

橋
竹
町
と
記
し
ま
す
。

　

明
暦
以
前
は
「
北
河
岸
」
と
称
し

て
、
一
丁
目
・
二
丁
目
を
立
て
ま
し

た
が
、
寛
文
の
こ
ろ
炭
町
と
称
え
ま

し
た
。『
御
府
内
備
考
』・『
江
戸
鹿

子
』
な
ど
は
角
町
と
し
て
い
ま
す
。

　
『
府
志
料
』
に
は
「
此
町
を
里
俗
竹

河
岸
と
云
」「
河
岸
地
五
六
六
坪
」
と

あ
り
ま
す
。
竹
材
商
人
が
多
い
こ
と

か
ら
竹
屋
町
と
称
さ
れ
た
と
さ
れ
ま

す
。『
府
誌
』
に
は
炭
町
「
竹
河
岸
」

と
し
て「
炭
谷
橋
の
左
右
竹
商
多
し
、

故
に
此
の
名
あ
り
。
面
積
五
八
一
坪

四
合
四
勺
」
と
あ
り
ま
す
。

　
『
名
前
帳
』
に
は
問
屋
数
が
八
軒

で
、
竹
木
炭
薪
問
屋
七
軒
・
炭
薪
仲

買
一
軒
と
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
三
月
一

日
に
炭
町
の
西
半
一
～
五
、
一
二
と

畳
町
、
北
紺
屋
町
の
東
一
部
、
南
伝

馬
町
三
丁
目
の
南
大
部
、
具
足
町
は

京
橋
三
丁
目
に
改
称
。
ま
た
同
時
期

に
炭
町
の
東
一
部
六
～
一
一
の
二

（
竹
河
岸
の
一
部
を
含
む
）、
本
材
木

町
三
丁
目
の
一
部
、
柳
町
は
宝
町
三

丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

◇
「
太
刀
売
（
立
売
）」

　
『
府
誌
』
の
南
紺
屋
町
の
項
に
「
里
俗

北
の
河
岸
を
立
売
と
云
う
」
と
あ
り
ま

す
。
現
在
の
東
京
高
速
道
路
会
社
線
沿

い
の
銀
座
一
丁
目
２
番
あ
た
り
に
な
り

ま
す
。

○
南
紺
屋
町

　

京
橋
川
の
南
河
岸
沿
い
に
あ
り
、

東
は
新
両
替
町
一
丁
目
・
弓
町
、
南

は
弓
町
に
接
し
ま
す
。
現
在
の
銀
座

一
丁
目
３
～
６
番
あ
た
り
に
な
り
ま

す
。

　

南
紺
屋
町
の
町
名
の
由
来
は
北
紺

屋
町
と
同
じ
で
す
。
里
俗
北
河
岸
を

「
立
売
」と
い
い
ま
し
た
。
立
ち
な
が

ら
物
を
売
っ
た
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
『
江
戸
記
聞
』
に
「
京
橋
立
売
と
云

う
こ
と
は
寛
文
の
比
ま
で
あ
り
て
、

所
々
よ
り
商
人
の
出
て
、
此
所
に
て

あ
き
な
ひ
し
な
り
、
其
所
は
し
は
し

繁
栄
に
な
り
て
自
然
と
や
み
し
な

り
」
と
記
し
て
い
ま
す
（『
中
央
区
史

上
巻
』）。商
工
業
者
を
紹
介
す
る『
国

花
萬
葉
記
』（
元
禄
一
〇
年
版
）
に

は
、
立
売
通
と
し
て
「
拵そ
ん

脇
差
、
古

さ
や
、
古
手
、
古
道
具
、
石
屋
、
木

や
、
船
大
工
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
名
前
帳
』
に
問
屋
数
は
二
七
軒
。

炭
薪
仲
買
一
〇
軒
、
舂
米
屋
七
軒
、

地
廻
米
穀
問
屋
・
脇
店
八
カ
所
組
米

屋
が
各
二
軒
、
紫
紺
問
屋
・
紺
屋
が

各
一
軒
、
六
組
飛
脚
屋
二
軒
、
番
組

人
宿
・
そ
の
他
が
一
軒
と
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
三
月
四

日
に
南
紺
屋
町
の
西
大
部
一
～
二

一
、
西
紺
屋
町
の
北
一
部
は
銀
座
西

一
丁
目
に
改
称
。
同
時
期
に
南
紺
屋

町
の
東
一
部
二
二
～
二
八
は
銀
座
一

丁
目
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
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◇
白
魚
河
岸

　

与
作
屋
敷
・
金
六
町
・
水
谷
町
が
京

橋
川
と
三
十
間
堀
川
に
面
す
る
河
岸
地

を
白
魚
河
岸
と
俗
称
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
現
在
の
銀
座
一
丁
目
15
・
16
・

18
・
19
番
の
一
部
あ
た
り
に
な
り
ま
す
。

　

明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
六
月
六

日
に
、
府
達
丁
第
二
四
七
号
で
「
京
橋

よ
り
銀
座
一
丁
目
並
に
金
六
町
及
び
水

谷
町
地
先
の
河
岸
地
総
て
」
が
、
白
魚

河
岸
と
正
式
名
称
に
な
り
ま
し
た
。

○
与
作
屋
敷

　

与
作
屋
敷
は
俗
に
四よ

方も

店だ
な

と
も
呼

ば
れ
ま
し
た
。
現
在
の
銀
座
一
丁
目

11
番
の
西
側
あ
た
り
に
な
り
ま
す
。

享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
に
水
谷
町

を
移
し
た
と
き
、
他
地
に
転
じ
ま
し

た
が
、
同
一
三
年
に
戻
り
ま
し
た
。

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
四
月
に
新

両
替
町
一
丁
目
と
と
も
に
銀
座
一
丁

目
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
中
央
区
沿
革
図
集
（
京
橋
篇
）』

を
参
考
に
し
ま
す
と
、
享
保
三
年
に

明
地
と
な
り
、
八
丁
堀
南
部
に
移
転

し
、
同
一
三
年
に
立
ち
戻
り
ま
す
。

　
『
名
前
帳
』
に
は
問
屋
数
は
四
軒

で
、
両
替
屋
・
紺
屋
が
各
一
軒
と
小

間
物
問
屋
二
軒
と
あ
り
ま
す
。

○
水
谷
町

　

徳
川
氏
開
府
の
頃
は
、
京
橋
入
川

筋
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
の
ち
に
市

街
地
と
な
り
、
水
谷
町
一
丁
目
と
同

二
丁
目
に
分
か
れ
ま
す
。
明
暦
大
火

後
火
除
地
と
な
り
、
築
地
に
代
地
を

与
え
ら
れ
、
享
保
六
年
同
地
が
召
し

上
げ
と
な
っ
て
八
丁
堀
に
移
り
ま
し

た
。
享
保
一
三
年
に
水
谷
町
一
丁
目

だ
け
は
元
地
に
戻
り
ま
し
た
が
、
同

二
丁
目
の
元
地
は
白
魚
屋
敷
に
な
り

ま
し
た（『
中
央
区
史
上
巻
』）。
現
在

の
銀
座
一
丁
目
12
・
16
・
18
・
26
番

あ
た
り
に
な
り
ま
す
。

　
『
府
誌
』
に
は
京
橋
水
谷
町
「
河
岸

地
」
と
し
て
「
炭
谷
町
の
左
右
に
在

り
、
面
積
一
二
九
坪
八
勺
」
と
あ
り

ま
す
。

　
『
名
前
帳
』
に
は
問
屋
数
は
一
二

軒
。
舂
米
屋
二
軒
、地
廻
米
穀
問
屋
・

脇
店
八
カ
所
組
米
屋
各
一
軒
、
番
組

人
宿
二
軒
、板
材
木
熊
野
問
屋
二
軒
、

竹
木
炭
薪
問
屋
・
炭
薪
仲
買
・
版
木

屋
・
六
組
飛
脚
屋
が
各
一
軒
。

　

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
九
月
一

日
に
南
水
谷
町
一
円
（
白
魚
河
岸
・

東
豊
玉
河
岸
の
一
部
を
含
む
）、金
六

町
の
一
円
、
新
富
町
一
丁
目
、
南
八

丁
堀
無
番
地
道
路
、
も
と
の
木
挽
町

一
丁
目
を
あ
わ
せ
て
木
挽
町
一
丁
目

と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

○
金
六
町

　

水
谷
町
同
様
、
京
橋
入
川
筋
と
呼

ば
れ
ま
し
た
が
、
の
ち
に
旧
家
柴
田

金
六
を
も
っ
て
町
名
と
し
ま
し
た
。

『
町
方
書
上
』
に
は
、
金
六
は
元
和
の

大
坂
攻
め
に
家
康
に
従
っ
て
人
足
の

差
配
役
を
勤
め
、
後
に
江
戸
に
来
て

褒
美
と
し
て
金
六
町
を
拝
領
し
た
こ

と
、
家
に
人
足
差
配
を
勤
め
た
折
り

に
用
い
た
金
箔
で
六
の
字
を
縫
い
つ

け
た
旗
指
物
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
金

六
指
物
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

金
六
町
は
転
々
と
移
動
し
ま
し
た

が
、
一
丁
目
・
二
丁
目
の
家
持
一
七

人
の
う
ち
、
一
五
人
は
享
保
九
年
芝

口
御
門
址
の
代
地
に
移
り
、
残
り
の

家
持
二
人
だ
け
が
水
谷
町
一
丁
目
と

と
も
に
京
橋
の
元
地
に
戻
り
、
戻
ら

な
か
っ
た
一
五
人
分
の
地
所
が
白
魚

役
拝
借
地
に
な
っ
て
い
ま
す（『
中
央

区
史
上
巻
』）。
現
在
の
銀
座
一
丁
目

12
番
あ
た
り
に
な
り
ま
す
。

　
『
府
誌
』
に
金
六
町
「
河
岸
地
」
と

し
て
「
白
魚
橋
の
右
に
在
り
、
面
積

一
八
七
坪
八
合
五
勺
」と
あ
り
ま
す
。

『
名
前
帳
』に
は
問
屋
数
は
二
軒
。
番

組
人
宿
と
六
組
飛
脚
屋
が
各
一
軒
と

あ
り
ま
す
。

　

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
九
月
一

日
に
金
六
町
の
一
円
と
南
水
谷
町
の

一
円
、
新
富
町
一
丁
目
、
南
八
丁
堀

無
番
地
道
路
、
も
と
の
木
挽
町
一
丁

目
を
あ
わ
せ
て
木
挽
町
一
丁
目
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。

○
白
魚
屋
敷
（
東
白
魚
屋
敷
）

　

現
在
の
銀
座
一
丁
目
11
・
16
・
18

番
の
一
部
に
あ
た
り
ま
す
。

　
『
名
前
帳
』
に
は
問
屋
数
が
一
三

軒
。
竹
木
炭
問
屋
二
軒
、炭
薪
仲
買
・

板
材
木
熊
野
問
屋
各
一
軒
、
両
替
屋

二
軒
、
脇
店
八
カ
所
組
米
屋
・
舂
米

屋
・
味
噌
問
屋
・
藍
玉
問
屋
・
紺
屋
・

石
屋
・
番
組
人
宿
が
各
一
軒
と
あ
り

ま
す
。

　

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
四
月
に

白
魚
屋
敷
北
側
が
京
橋
金
六
町
へ
合

併
さ
れ
、
残
り
部
分
も
明
治
五
（
一

八
七
二
）
年
に
金
六
町
に
合
併
さ
れ

ま
し
た
。

�

（
菅
原
健
二
）

（
お
知
ら
せ
）

　
「
郷
土
室
だ
よ
り
」は
令
和
三
年
七
月

発
行
分
よ
り
新
た
な
内
容
と
な
り
ま

す
。


